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勒由鱒コ鮮血aの出家作法

種村 隆元

Ⅰ･インドの｢密教徒｣が実際にどのような形態で活動していたのかは,未だ解明されて

ない部分が多い･現在残されている｢成就者｣たちの伝記には,彼らの生前の行状が描か

れているが,やはりその著述の目的ゆえに神秘的な色合いが強く,そこから彼らの実際の

宗教生活とそれを取り巻く社会的状況を知るのはなかなか難しいように思われる.

また,密教を大乗仏教の延長線上で捉えようとする考え方がある.確かに,密教の教理

と大乗仏教の教理の連続性は認められるが,その大乗仏教の実態に関しても不明な部分が

多い･初期大乗仏教の教団史に関しては,これまで数々の研究がなされ,解明されつつあ

るが,その後の大乗仏教の展開に関しては,伝統的な部派との関わりも含めて,未解明で

あると言わざるを得ないであろう･それゆえ,インドにおける仏教教団の発展という視点

から眺めた場合,上述の考え方を素直に受け入れてよいかは疑問の余地がある.

この論文で取り上げるKuladattaの手になる瑚satpgtAnl)(以下KSと略称)に収めら

れている出家作法(伽励叩a2)or伽叩がァ元払f･以下PGと略称)は,12～13世紀の

文献で,内容はいわゆる囁磨本｣である･その記述から当時の僧伽(出家者の集団)へ

の入信がどのように行われたかが解り,また僧伽の状況の一端をうかがい知ることができ

るのであるtそして,このことはインド仏教における密教の位置を解明するための一つの

視点を提供することになろう.

本論文ではまずKSの出家作法の和訳3)を提示し,それに沿いながら上の問題に関して,

少しく考察を施したいと思う.

ⅠⅠ･fGの内容は,その冒頭にも書かれているように,律(vinaya)に基づいている.そ

の律が何であるかは明示されていないが,結論から先に言えば,それは,『根本説一切有

部百一馬磨』(以下『百-』と略称)である4)･しかし,まったく同一というわけではな

く,必要な部分だけの抜粋であり,また,後半部に関しては改変部分が多い.従って,こ

こでは和訳にあたって,『百一』,およびそれと内容の一致するサンスクリット語文献の

坤∂5a甲Pa嘩声∂〆f匁(以下UJと略称)を参照することにする.

尚,左余白に付した番号は,チベット語訳の対応箇所を示すものである･また,『百一』

およびUJの対応箇所を(Aト(円の各セクションの末尾に附すことにする.

〔和訳〕

嘩5叩鮮血∂ 第7華中

出家の獲得
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(A)

今,出家の獲得が述べられる･

それは律に｢阿闇梨と和削こより出家させられ,具足戒を授けられるべきで

ある｣と述べられている･

｢6)比丘たちは,どのように出家させられるべきであるか,どのようにして

具足戒を授けられるべきであるかを知らない･〔そこで〕世尊がおっしやつ

た.『どのような者に対してでも出家を望む者が近づくときは,彼はその人

(=出家を望む者)について,諸々の障害となる事柄を尋ね,〔出家を望む

者に〕最初に三帰依･五学処･在家信者の律儀が与えられるべきである･

〔そして,出家を望む者に〕チャイトヤに対する崇拝をさせ,阿闇梨の前で

蔓陀羅を作らせ7},〔出家を望む者は〕路据し,合掌をし,〔彼(=出家を望

む者〕により〕以下のように言われるべきである』

〔以下のごとく〕言え8).

『私,某と申す者は,二本足を持つ者のなかで最上の者である仏陀に帰依し,

食欲を離れたもののうち最上のものである法に帰依し,集団のうち最上のも

のである僧伽に帰依します9)』

〔以上を〕2回ずつ10-〔言え〕 (『百一』大正24,455c8-456a7)

(B)

｢次に五学処が与えられるべきである･

『私,某と申す者払終生殺生を致しません･

私,某と申す着払終生与えられないものを取ることは致しません･

私,某と申す着払終生淫行を致しません･

私,某と申す者払終生蒸留酒(sur豆)･調和酒(maheya)といった洒に酔

うたりは致しません11)』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕･

『以上のような三帰依･五学処等の在家信者の学を私に保たせるために12)』

(『百一』大正24,456a8-17 UJ:7,2-11)

(C)

｢次に,〔出家を希望する者により,以下の如く〕阿闇梨が請われるべきで

ある.

『〔私に〕注意を向けてください･私,某と申す者は阿闇梨に請います･阿闇

梨により私は出家致します』

〔以上を〕2回〔言え〕.

｢次に,〔出家を希望する者により,以下の如く〕和尚が請われるべきであ

る.
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『和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.あなたは和尚であって,私,某

と申す者は和尚により出家致します13)』

〔以上を〕3回〔言え〕.

｢次に,髪の毛を剃り,頭頂の毛〔だけ〕が残されるぺきである.次に

〔以下の如く〕尋ねられるべきである.

『今も汝は在家者に等しい.出家の決心はあるのであろうか』

もし『決心がある』と言うならば,〔残された頭頂の毛を〕剃って,四海

の水を浴びせ,袈裟衣を着せ,〔以下の如く〕言われるべきである14).

〔以下の如く〕言え.

『私,某と申す者は,終生在家の印を捨て,出家の印を受持します』

〔以上を〕3回〔言え〕.

｢次に,出家に対する心を明らかにした後,出家させるべきである.在家

者の名前を捨て,部派に従って,比丘としての名前を咽えた後で,三宝に帰

依させるべきである.

〔以下の如く〕言え.

『私,某と申す者は,終生二本足を持つ者のなかで最上の看である仏陀に帰

依します.

私,某と申す者は,終生貪欲を離れたもののうち最上のものである法に帰

依します.

私,某と申す者は,終生集団のうち最上のものである僧伽に帰依します15)』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕.

(『百一』大正24,456a17-b23 UJ:7,12-10.9)

(D)

｢次に,十学処が与えられるべきである.

『阿闇梨は,〔私に〕注意を向けてください.かの聖なる阿羅漢たちが終生

殺生を放棄し,殺生を離れているように,私,某と申す者は,終生殺生を離

れるという沙爾の学処を受持します16).まったく同様に,私は〔十学処の〕第

一支について,かの聖なる阿羅漢たちの学を学び,修め,それに倣います川.

かの阿羅漢たちは,終生与えられないものを取ることなく,非梵行を行う

ことなく,妄語を離れ,蒸留酒･調和洒といった酒に酔わず,踊り･歌･音

楽〔を離れ〕,華宴･香･塗香･塗彩を身に着けず,高い床･大きな床〔に

座ること〕･非時食･金銀の受取から離れている.

それとまったく同様に,私,某と申す者は,終生与えられないものを取らな

いという沙爾の学処瑚を受け入れます.

私,某と申す者は,終生非梵行を離れるという学処を受持します.

私,某と申す者は,終生妄語を離れるという学処を受け入れます19).
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私,某と申す者は,終生蒸留酒･調和酒といった酒に酔うことを離れると

いう学処を受け入れます.

私,某と申す者は,終生高い床･大きな床〔を離れる〕という学処を受け

入れます.

私,某と申す者は,終生蹄り･歌･音楽を離れるという学処を受け入れま

す.

私,某と申す者は,終生華蔓･香･塗軒0)を身に着けないという学処を受け

D349a 入れます.

私,某と申す者は,終生非時食を離れるという学処を受け入れます.

私,某と申す者払終生金銀の受取を離れるという学処を受け入れます=り』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕.

『私は,以上の〔学処の〕第十支について,かの聖なる阿羅漢たちの学を学

び,修め,それに倣います』

(『百一』大正24,456b23-C8 UJ:10,9-22)

P4αlb

D349b

(E)

｢次に,鉢･法衣が求められるべきである.阿闇梨･和尚の両名は〔出家

を希望する者により,以下の如く〕請われるべきである.僧伽が集合したと

き,〔僧伽は〕塁陀羅22)を作り,〔出家を望む者は〕右の膝頭を地面に着け,

合掌をなし,〔彼により以下のように言われるべきである.〕

『阿閣梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,阿閣梨に

請います.〔阿閤梨は〕この法衣を僧伽の信頼において,僧伽の財産のため

に加持して下さい23)

同様に,阿闇梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,

阿闇梨に請います.〔阿闇梨は〕この法衣を王宮に行くために加持してくだ

さい.

まったく同様に,阿闇梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申

す者は阿闇梨に請います.〔阿閣梨は〕この法衣を村･都市･市(nigama)

小村(匹1近)･町(paぬm)に行くために加持してください■

阿闇梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,阿闇梨に

請います.〔阿闇梨は〕仙器(r亭ibh云jana)･学器(£ik亭5bh軸rn)24)であり,

食料を受容するものであるこの鉢を加持してください.

同様に,阿閣梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,

阿簡梨に請います.〔阿閣梨は〕学器であるこの水瓶を加持してください3)

同様に,阿闇梨よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,

阿闇梨に請います.〔阿閻梨は〕この錫杖26)を加持してください』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕.
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『和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚に請いま

す.〔和尚は〕この法衣を僧伽の信頼において,僧伽の財産のために加持し

て下さい.

同様に,和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚に

請います.〔和尚は〕この法衣を王宮に行くために加持してください.

同様に,和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚に

請います.〔和尚は〕この法衣を村･都市･市･小村･町に行くために加持

してください.

同様に,和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚

に請います.〔和尚は〕仙器･学器であり,食料を受容するものであるこの

鉢を加持してください.

同様に,和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚

に請います.〔和削ま〕学器であるこの水瓶を加持してください三7).

同様に,和尚よ,〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は和尚

に請います.〔和尚は〕この錫杖を加持してください』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕.

『諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は諸々

の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕この法衣を僧伽の信頼に

おいて,僧伽の財産のために加持して下さい.

諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は諸々

の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕この法衣を王宮に行くた

めに加持してください.

諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は諸々

の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕この法衣を村･都市･市･

小村･町に行くために加持してください.

同様に,諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申

す者は諸々の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕仙器･学器で

あり,食料を受容するものであるこの鉢を加持してください.

同様に,諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申

す者は諸々の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕学器であるこ

の水瓶を加持してください.

同様に,諸々の聖なる僧伽は〔私に〕注意を向けてください.私,某と申

す者は諸々の聖なる僧伽に請います.〔諸々の聖なる僧伽は〕この錫杖を加

持してください』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕.
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次に,以下のマントラをもって,法衣が阿闇梨により与えられるべきであ

る.

『オーム.遍く諸仏に帰依します.すべての如来により加持されたことを本

性とする法衣よ,スヴァーハー28)』

P405b

(F)

｢次に,

『尊者たちは〔私に〕注意を向けてください･私,某と申す者は,この法衣

を僧伽の信頼において,僧伽の財産のために保持します･

同様に,尊者たちは〔私に〕注意を向けてください･私,某と申す者は,

この法衣を王宮に行くために保持します.

尊者たちは〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,この法衣

を村･都市･市･小村･町に行くために保持します･

尊者たちは〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,仙器･学

器であるこの鉢を食料の受容のために保持します･

尊者たちは〔私に〕注意を向けてください･私,某と申す者は,学器三9)であ

るこの水瓶を保持します.

尊者たちは〔私に〕注意を向けてください.私,某と申す者は,この錫杖

を保持します.

同様に,尊者たちは〔私に〕注意を向けてください･私,某と申す者は,

将来律儀(弧pVara)を獲得するでしょう.書き律儀を有する私は･〔その律

儀を将来にわたり〕よく保つでしょう･

尊者たちは〔私に〕注意を向けてください.私某と申す者は,僧伽の集

合を待るときは,〔僧伽〕全体とともに布薩をなし,戒蓮を見たし,定薙･

慧薙･解脱薙･解脱知見薙を満たします』

〔以上を〕3回ずつ〔言え〕｣

(E)(F)に相当する箇所

(『百一』大正24,45血9-457alO UJ:11.2-12.21)

〔本書が〕大部になるのを恐れて,他の学は説かれない･

以上が,出家の規定である.

ⅠⅠⅠ.以上の和訳からPGの内容を概観すると,(A)イントロダクション･三帰帆(B)五

学処の授与,(C)剃髪･比丘名の授与並びに三帰依,(D)十学処の授与,(E)鉢及び法衣

の授与,(F)鉢及び法衣を保持すること･律儀を保つこと･無漏の五薙を満たすことの表
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明という6つの部分に大きく分けられるように思われる.

以上の6つの部分に関して,順次考察を加えていくことにする.なお,細かい部分に関

しては訳注を参照して頂きたい.

まず,(A)の部分.UJではこの部分の写本が欠落しているらしく存在しない.『百一』

では,｢阿闇梨と和尚により出家させられ,具足戒を授けられるべきである｣という文の

次に5種の阿闇梨と2種の和尚の説明がある.｢比丘たちはどのようにして出家させられ

るべきであるか,どのようにして具足戒を授けられるべきであるか知らない｣から三帰依

までは,大体同じであるが,PGにある｢チャイトヤへの崇拝｣という文句から,後代で

の仏塔の占める位置の重要性がうかがえる.

(B)の部分では,『百一』,UJ,チベット語釈に比べて,文句が簡単である.

(C)の部分に関して,『百一』,UJに比べて,PGの内容は簡略である.ここでは,水が

(寒い時はお湯が)浴びせられ,性を持たない者,両性具有者,あるいは生殖器が不完全

な者であるかどうかが検査されるべきである(しかも,その検査は裸にして行ってはいけ

ない)が,PGでは浴びせるのは四海の水(catubsamudrqjala)で,上述の検査は行われな

い.『百一』とUJでは内容･順序が多少異なる.

｢在家者の名前を捨て,部派に従って比丘としての名前を唱えたあとで｣という文句が

あるが,これによりこの出家作法が通部派的なものとして編纂されたことが予想される.

また,この文句により,PGで説かれている出家作法で出家するものは(恐らくは,密教

徒であると思われるが)何らかの部派に所属したことが推測される.そして,このことは

『百一』を翻訳した義浄が『南海寄帰内法伝』で｢大乗も小乗も律に関しては共通であっ

た｣と述べていること,『根本有部待』を大乗教徒から手に入れたということを想起させ

る.

(D)の部分では,PG,『百一』,UJとともにほぼ同じ.ただし,『百一』ではこの後に

若干の文句が加わる.

(E)(F)は,この出家作法の最も特徴的な箇所である.いわゆる｢三衣一鉢｣の授与は

『百一』,UJにも説かれている･そこでは,法衣(civ訂a)は,姐叩由軋um･ぬ鴫a,

皿ねⅣ豆Saの区別をもって説かれているが,PGにはない.そして,何よりもPGが他の二

文献と異なるのは,他の二文献においては,二十歳になって具足戒が授けられ,そのとき

に法衣と鉢が授けられるのであるが,PGには特にそのような規定は見られない.PGはそ

のタイトルが示すように,出家作法の説示を目的とするものである.本来ならば具足戒授

与のときに行われるべき作法が,出家時のものに組み込まれているのは,旧来の作法から

の大きな逸脱である･章末に｢大部になるのを恐れて,他の学は説かれない｣とある｢他

の学｣が具体的に何を指すのかは不明であるが,たとえそれが具足戒のことを指し示して

いようとも,編集者のKuladattaがここでの作法を具足戒と切り離していることは,文頭

にこの出家作法が律に基づいていることを述べていることを考えれば,違和感を覚えざる

を得ない.

また,この部分の掲磨文は他の二文献と比べて,内容が大部異なる.阿闇梨,和尚,諸々
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の聖なる僧伽に対して,自分の持物となる衣と鉢等の加持を願うのであるが,他の二文献

に見られない水瓶･錫杖が持物として登場する.

以上内容を検討した結果,問題点を幾つか指摘してみることにする.

まず第一に,且ula血ぬがこの出家作法を編纂した最大の目的が(E),(F)の記述にあると

考えられる.その理由としては,(1)(A)-(D)に関しては,省略されている部分が多く,

順序にも若干の入れ替わりがあるが,その内容は,大枠で従来のものに沿っていること.

(2)鰐),(円の作法が従来通りならば,わざわざこの出家作法を編纂することもなく,従

来の律で間に合わせればよいからである.また,a血〟sth云の語義の例にもある通り,但),

のの部分に従来のものと比べて,思想的な変化が見られるのである.

上に対する反論としては,pGの基になった律が,『百一』やUJの編纂時から比べて内

容の改変を被ったものであると考えることもできようが,この考えは妥当な者ではないと

思われる.訳注にも示した通り,チベット語訳の掲磨文を見ると,サンスクリット語の原

文と相違のみられる箇所があるが,これは,チベット語訳の底本になったサンスクリット

写本が,我々が現在手にしているものと異なっていたということではない.そのようなチ

ベット語訳の掲磨文が,むしろ『百一』やUJに近いことを考えると､それらは原文に忠

実に訳されているというよりは,既に定型化していた掲磨文を当てはめているような節が

ある.鵜磨文以外では,両者はよく一致して居ることから考えると,このような渇磨文や

作法は定型化して,変化を被りにくい性質のものであったと考えて良∨､であろう.

第二には,上から導き出される推論として,この出家作法は,ES編纂当時の密教徒た

ちのニーズに合うように編纂しなおされたものであると考えるのが最も適当であると考え

られる.ただその際に,まったく新しい,オリジナルなものを作るのではなく,従来の律

を参照しつつ,それに権威を求めなければならなかったのであるjO}.このことは文中の語

句からも読み取れることであり,(1)｢部派に従って,比丘としての名前を咽えた後で｣

という文句は,比丘の部派への所属を,(2)｢諸々の聖なる僧伽｣に対する要請は,複

数部派の同居を示していると考えられる31).

IV.最後に,これまでのまとめとして結論を述べる.

(1)pGのなかで,その出家作法が律に基づいていると述べられているが,その待とは,

『百一』と同内容のものであると考えてよい.ただし,PGの内容は『百一』のそれと比

べると簡略で,後半部に関してはかなり改変が施されている.

(2)PGの内容から判断して,それは新しい内容が必要とされながらも,まったく新し

い,オリジナルな出家作法が作られるのではなく,従来の部派の律に依存せざるを待なかっ

た.

(3)(2)の従来の部派の律への依存と関係するが,PGの文中にみられる文句(｢部

派に従って,比丘としての名前を咽えた後で｣)から判断して,PGにより出家するもの

は何らかの部派に所属したことがうかがえる.
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以上 和訳に沿って少しく考察を加えてきた.もっとも,膨大な律典すべてにわたり詳

しく考察を加えたわけではなく,三つの文献を見た限りのものではあるが,上で述べたこ

とは,インド仏教における密教の位置を知るために重要な視点を提供してくれると考えら

れるのである.

<略号及び使用テキスト>

『百一』

Bendall

BHSD

BSP

&所見叩g加水pa句止句.(注1),3)を参照)

Tbe伽l励血叩aCbapterof血e瑚叩血a‥(注2)を参照)

tbasaLTPa喀血卯,edbyB.Jinananda,Tit光tanSanSkritworksseriesvol.VI,

KashiPrasadJayaswalresearchinstitute,Patna.1961.

『根本説一切有部百一掲磨』､大正No.1ヰ5j(第24巻所収)

C･Ben血11:仇ねJ瑠UeOf血加d血Jぶr5皿血ゴ=コ胡u∫C頑)出血鹿こ血jye血ヴ

LjbTnCambTi(なe,Cambridge,1883.

F･Edgerton:Buddhis(hybridSanskri(dictionary,rPd･Kyo[0,1985･

5d鴨p反血如ゆav叫PU5r混血卵油呼びぶ一物月坤aねお画地吼

ヱねu血J】∂ア如γ正確鱒P血刀0地軸,肋叫如1～3(餌頭払Ⅳa-pr止急呈皿am豆は29,

38,39),Katlmandu,1964～1966.

Gosh土maノNoguchi

Matsun打ni

大谷

K･Goshima&K･Noguchi:Asl∫CC血cEcaEa)qgueofLheSzznskTiEm皿uSCTPtS血

血ク0∫∫e∫∫血of`加伽山ケOfJeαの,勒0わ【加ルe血中,Kyoto,1983.

S■Matsunami:AcaEa)ogueoFEheSaLZS加ELZ7anuSCr如Es血Ebe7bRyoUz7LYeTSjLy

山と耶町,Tokyo.1965.

施止点りⅦ申a叫『翻訳名義大集』,榊 亮三郎 編,京都,1916.

(叩d.1962)

大正新倍大蔵纏

『西蔵大蔵纏縫目録』uco叩ねfecdf8わ糾gげ血刀∂eね〃β!〟肋ねfcα仰那

βka'加randBstan加叫,ed..byH.Ui,M.Suzuki,Y.Kanakura,T.Tada)

東北大学･印度学研究会,1931.

『影印北京版西歳大蔵纏一大谷大学図書館歳一線日録 附索引』(n｡

Tibetantripi(akaPekingedi(ion-keptintheLibraryoftheOtaniUniversity,

Kyo(0-,Catalogue&index.DaisetzT.Suzuki),西歳大蔵経研究会,1961.

チベット語訳

デルゲ(sDedge)版チベット大蔵経
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P 北京版チベット大蔵経

(注記)

1)通常蜘aと呼ばれているこの文献の正式なタイトルは,写本の奥書等に

ょれば,糎卵ム甲頑張である･坤叩g血8に関しての情報は,塚本･校長･

磯田【1989】195-197を参照のこと･

2)このPravr毎y豆伊血鱒というタイトルは,いくつかの写本の末尾に附されている目

次に見られるものである.

3)今回の和訳は,東京大学所蔵の6写本(Matsunami112,113,115-118),京都大学所

蔵の1写本(Gosh血a小oguchi25),ケンブリッジ大学所蔵の1写本(BendallAdd･

1697(Ⅰ)),NepalNationalArchives所蔵の1写本(BSPca･318)の計9写本とデルゲ版

(東京大学所蔵 東北公31)と北京版(大谷大学所蔵 大谷3354)の2種類のチベッ

ト語訳を参照して筆者が校訂したテキスト(未刊)に依った･それぞれの写本及びチ

ベット語釈の該当箇所のblioNo.は以下の通りである.

Ma(Sunamil12:233bl-238a4

Matsunami113:111b3-116a5

Matsunamil15:172a6-175b5

Ma【sⅦ皿むnil16:162a6-165a2

MalsⅦnamil17:167レト171b5

Matsunamil18:212al-215al,214al-215b6

Goshimaがoguchi25:184a2-188b3

BendauAdd.1697(I):146b5-149b5?

BSPca.318:128a5-131b3

デルゲ版:テンギュルEn347b2-350a7

北京版:テンギュルSi402b小405b8

(Ma加Ⅱ∬nil18は214a以下に書写の際に書き落とした部分が存在するために,新

たに書写された部分(214aト215b6)が補われている)

写本に関するより詳しい情報は,校訂テキストに付される予定である･

4)N.Duttはこの出家作法が小乗的で,おそらくはサンスクリットのKarmavakyaが基

になっているだろうと述べているが,その文献の特定はしていない･(Dntt【1931】,

262-263)

5)このUJと『百一』第1巻はパラレルの内容を持つ.UJ,htroductionを参照のこと･

尚,UJの写本は冒頭部が欠落しているようで,｢五学処の授与｣の途中から始まる･

6)内容から判断するとここから最終部の｢〔本書が〕大部になるのを恐れて…･‥｣の
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直前まで律からの引用ということになろうか.

7)『百一』:令蕗敬巳在本師前.

8)この部分に当たる語はチベット語訳にはなし.

9)Skt･:aharnittharp豆m豆y豆v櫛var?buddharp由raDar?gaCC旭midvipadむ痕magram/

dhamar?由ra叩gaCCh云mivir豆g和衷magram/sarpghar?iarapar?gaCCh豆migap血豆m

ag血

Tib･:bdagmih'dishesbgyibajisrid'tsho'ibardurka血g丘ismamskyimchogsahs

rgyaslaskyabssumchi'0〟bdagmih'dishesbgyibajisridttsho,ibardu,dodchagdah

bralbamamskyimchogchoslaskyabssumchi'0〟bdagmih,dishesbgyibajisrid

'tsho'ibardutshogsrnamskyimchogdge,duslaskyabssumchi,0〟

『百一』:阿退利耶存念.我某甲始従今日乃至命存,帰依仏陀両足中等,帰依達磨

離欲中等,帰依僧伽諸衆中等.

10)『百一』:如是三説.Tib.:1angSumdu,0

11)この文はチベット語訳及び他の二文献に比べて簡略である.

Tib･:bdagmih'dishesbgyibajisrid'tsho'ibardusroggcodpaspa血(P:SPOh)ste/

SOrggCOdpalasbdagslarldogparbgyiddo〟(=ahamittharpn豆m豆y豆Vqjjiva叩

pr豆申tip豆tarpprah云ya,pr豆痴tip豆tatprativiram豆mi?)

以下,adattad豆na,k豆mamity豆cara,mr申V豆da,Sur豆m血eyamadyapram豆da-Sthanaとも同様.

『百-』‥阿遮利耶存念.如詩聖阿羅漢乃至命存,不殺生,不倫盗,不欲邪行,不

虚証語,不飲隠我某甲始従今日乃至命存,不殺生...…‥亦如是此即我五支学払是詩

聖阿羅漢之所学処,我歯髄学随作随持.

UJ:[yath豆te孟ry豆arhantoy云vqijiva叩pr豆痴tip5tamprah云yapr如血ip云tatprativkatab/

evamevahamevann豆m云y豆VqjjivazTlpr云申tipatamprah豆yapr豆申tip豆t豆tprativiram豆mi]so

ha叩Prathamen孟血genate亭豆m豆ry5頑marhat云叩孟ik痴y豆manuiikseanuvidhiyeanukaromi/

yath豆te豆ry豆arhantoy豆vajjivamadatt豆damr?…………‥.Sur豆maireyamadyapram豆dasthanar?

prah豆yasur5maireyamadyapram豆dasthanatprativiratab/evamevahamevarnamayavqlVam

adatt云dana叩………‥････Sur豆maireyamadyapram豆dasth如arpprah豆ya

Sur孟maireyamadyapram豆dasth5n豆tprativiram豆myanenahar?Pa丘camen諭genate?由nary如孟m

arhat豆rniik亭豆y孟manuiikseanuvidhiyeanukaromi/

12)この文は直接には次の『心にお留め置き下さい.私,某と申す者は…-.』につなが

るのであろうか･(evaqltr血ranagamanat豆r?paaCaiik痴Pad豆dikamup豆sakaiik*r?

dharayiturpsamanVaharaahamittha叩n豆m豆….....)

Tib･:debshindugsumlaskyabssubgrobadahbslabpa.ignashalasogspadge

bs丘engyibslabparbdaggz血dugsolloshesso//

13)以上の部分は,
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Tib.:denasslondponlarnkhanporgsolbagdabparbya'0〟

mkhanpodgohssugsoVgdagmih,dishesbgyibarabtudbyuhdugsol

『百一』:次請邸波駄恥教ぇ阿適利耶存念･我某甲今請阿遮利耶,為郎波駄取

願阿遮利耶,為我作邸波駄阻由阿適利耶為邸波駄耶執我菖出家･如是三説･後語

同前,至第三番,應言由郎波駄耶故.

UJ:tatal1paic豆dup亘dhy豆yoy豆Citavyab/eva丘capunary豆Citavyah[nsamicir?kTtV豆

puratahutkutukenasthitvaidar?Sy豆dvacaniyam【nsamanV豆bar豆CaryaMahamevarpn豆m豆

豆CaryamuP豆dhy豆yar?y豆Ce[月豆C豆ryomeup豆dhyayobhavatu/豆C豆ry如豆mup豆dhy豆yena

prabraji?y豆mi/eva叩dvirapitrirapiMtrtiyay豆r?tuV豆Ciup豆dhy豆yaitivaktavyarp/

14)vaktavyabに当たる語はチベット語訳になし･

15)『百一』:阿退利耶存念.我某甲始従今日乃至命存,帰依仏陀両足中専,帰依達磨

離欲中等,帰依僧伽諸衆中等.彼薄伽梵,釈迦牟尼,釈迦獅子,釈迦大王,如知應正

等覚者,彼既出家我普随出.在俗容儀我巳棄捨,出家形相我今受持･我因事至説親教

師名.親教師名菓甲.

したがって,『百一』とPGではこの部分の順序が逆になる.

UJでは,(C)の部分で三帰依が2回出てくる.そのうち,最初の三帰依の文句は上述

の『百一』のものと同じで,髪を剃る前に出てくる.(samanv5haraup豆dhy豆ya【naham

evann豆m豆buddhar?£arapar?gaCCh豆rnidvipad孟namagryar?[ndharma叩iaraDarPgaCCh豆mi

vir豆g亘頑ma$ryarP[nsa叩gharpgara鱒叩gaCCharnigap5n云magryarp[ntarTlbhagavantarp

孟akyamunir?iakyasimhar?iaky豆dh鴫aIptath豆gatamarhantar?Samyaksarpbuddharp

prabr如tamanuprabr如豆miMgrhalihgamuts再豆mi[月prabrqjy云1ihgar?Sam云dade[n)2番目の

三帰依は,この箇所にあり,文句もPGのものと同じである･

16):姐m豆dade

17)『百一』‥これにあたる文はない.(阿速利耶存念･如諸阿羅漢乃至命存,不殺生,

不倫盗…‥我某甲従今日乃至命存,不殺生,不倫盗…..亦如是･此即是我十支畢虚,是

詩聖阿羅漢之筆虎,我菖随筆,随作,随線)

18)Tib.:bslabpa(=iik亭豆).padaにあたる語なし･

19)sam豆diy豆mi

20)｢塗彩｣に当たる語が,Skt.,Tib.ともになし.

21)十学処の授与の順序･内容に関して,

P:『私,某と申す者は終生妄語を離れるという学処を受け入れます』という文がな

Skt∴『私,某と申す者は終生非時食を離れるという学処を受け入れます』という文

がない.さらに,『私,某と申す者は……』という文での十学処の順序が異なる･

Tib.,UJ及び『百一』が正しい順序を保っている･
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22)『百一』の｢入壇場｣に同じか.

23)adhiti?thatu.意味としては｢阿闇梨が衣･鉢等に一種の不可思議力を与えて,それに

より比丘を護持する｣ということであろう.UJでは､adhiti郎h如Ii(注記によると,■写

本ではすべてadhiti?th豆miとなっているところをadhi?thamiに訂正しているが,

a血iti郎bむniの方が適切であろう).この場合は,｢所持する.自分の管理下に置く｣

の意味.(BHSD12,adhiti串hatiの項目を参照)『百一』:守持.

このadhiVsth云という行為に関して,UJ･『百一』とpGの間には質的な隔たりがあ

る(つまり,PGには密教的な要素がある)ことが分かるが,これが何時ごろから変化

したものなのかは,今は他に資料がないので不明である.

尚,adhi?thanaの語義に関しては,渡辺【1977]を参照.

24)『百-』:乞食器･UJ:bhaik亭ab喝ana. Tib:blahba,isnod(=bhik早豆-b鴫如a??)

以下同様.

お)D:この文が重複して出てくる.

26)khikkhirik豆,D:gSilbyed,P:bsilbyed.khakkhara(錫杖,Mvy.8955を参照)に同じ

か.

27)この文から『……〔諸々の聖なる僧伽は〕学器であるこの水瓶を加持してください』

まで,Tib.は欠落.

28)Tib･=OrTlnamabsamantdbuddh5n云叩SarVatath豆gaほdhi?thatv5tmacivarasv5ha/

29)Tib･:Slohba'isnod(=bhik亭abh5jana)

30)この出家作法を必要とした人間たちが,伝統的な仏教教団から独立して宗教活動をし

ている状況にあったならば,わざわざ既存の権威に依存することはなかったと考える

のが適当であろう.しかし,このことが直ちに,密教が既成の教団内部から起こって

きたものであるという考えに結び付くものでないことは言うまでもない.

31)もっとも,この部分に関しては,｢四方僧伽｣の概念を適用するのが適当であるか

も知れない.複数形の僧伽に対する要請はUJにも見られる.『百-』に関しては,原

文からでは数の特定はできない.

また,KSの記述から予想される部派の状況に関しては,Tanemura【1993]を参照.

(参考文献)

塚本啓祥･校長有慶･磯田祭文【1989】 『梵語仏典の研究IV 密教鐘典篇』,京都.

渡辺照宏【1977】 ｢Adhi?th5na(加持)の文献学的試論(Aphilologicalessayon

adhi?thana)｣,『成田山仏教研究所紀要』2,成田山新勝寺,1-

91.
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Dutt,N.[1931】 Bodhisattvapr豆timok鱒S5tra,77)e血dianhLstoLica]quaLteTb,,7-2･

259-2$6

Tanemura,R.【1993] nefburnik豆yasmentionedintheGandilak鱒叩aChapterofthe

駈け豆姐叩卵ha,血皿dof血d血皿d飢d血血=餌de5(印度学仏教学

研究),4ト2,1123-1121.

1994.6.14稿

たねむら りゆうげん 東京大学大学院博士課程

日本学術振興会特別研究員
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Tbe伽吻ム叩a(Or伽画房血f):

AchapteroftheKilyおa甲g73ha

TANEMURA,Ryugen

TheKilyおaLPg73ha(KS),aCOllectionoftheBuddhistTantricritualsof

Kuladatta,hasachaptercal1ed伽Ⅷ軸apa(Or助川頑咋血鋸,PG),anaCCOunt

OftheformalitiesfbrreceivlngaCandidateintotheclericalorder.

ThePGbasestheseinitiationfbrmalitiesasawholeonacertainvinayatext,the

titleofwhichisnotidenti丘ed.Judgingfromitscontents,theSanskritinthePGis

Original1ythesameasthatofoneoftheM缶Iasarv豆Stiv豆din,s血qps,theGet7-beI7

血uo-カーqfe一昨U一触ぬんカガe-mO(根本説一切有部百一帯磨,ル招加a痛打液ね-

eka3atakaLman?EK),PreSerVedinChinese,PartlyinSanSkrit.

ThepresentwritertranslatesthePGintoJapaneSe,andanalyzesitscontentsin

COmParisonwiththeEKinChineseandtheLbasa甲Pa嘩qptj(UJ)inSanSkritwhich

COrreSPOndstothe丘rstpartsoftheEK.Theconclusionsareasfo1lows:

1.TTlePGbasestheinitiationformalitiesonthoseintheEKanddescribesthem

inmuchbrieferstylethanthoseintheEKortheUJ.

2･ThepassageexplainlngthefbrmalitiesfbranoviceIsrecelVlnghisgarment

(Cfvaね)andbowl(P5t771)ischangedbyKuladatta.Thismeansthatsome

BuddhistTantristsatthattimeneededanewpL3mqbividhjdif龍rentfiom

that ofM屯Iasarv豆stiv豆din.

3･nleSentenCe'●abandoningone.snameaSalayman,fo1lowlngaCertain

denornination(J7jk砂a),firstpronouncinghisnameasabhik?u,hQShould

begiventhethreerefuges鹿西asd7an5m叩atj晦nanik5y疫nuTQ)ePa

仙桓uロ血】OCC百花p甲缶m由叩打蕗a相中聯ma刀叩最ね作り,--seemsto

indicatethatthosewhowereordainedas bhiksubythe伽v7Wvidhiof

theKSbelongedtoacertaindenomination(njk砂a).
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